
社会人 リーグ挑戦の歴史

小H原 リーグやイ再市大会の値勝を勝 ちliくり、次のH卜|はけIt十1公人リーグ 1‖;へとなり、1()86イll

に県イに会人リーグ3‖子へ加l入しました 2年 後に 2 Hiへ|1陥、2湘!1イtllで俊勝 し、11)89イ|:に念

順の 1部 井格を果しました.そ の後、2用!降格や 1開!への1中1陥がありましたが、1部忙市といか

なかったこと力`″と、な りであります メ ンバーのit齢化や底 iげのク〔敗もあり、1品!優勝の願いもい

いませんで した.も う放年'1くけII社会ノ、リーグヘみノ、してい″しば'とつた枯,tになったと思いますi

肖時の i:なメンバーは、|十台、常我、十ナ1昧、イ「琢、供崎 (十)、は1付(打)高 |||、lf橋、11末、佐藤、

新川等で、大半が現在もシニアリーグ竹で活rll!してぉり、す【lhi lにサツカーヘサ1文り神|んでいる人1出

です.

これだけの成績を妓せた要対は、神1搬力というか HIキカが ムll rたつたと思います 神 ll Jも全!1で

やつていたし、フ
tラ

イベー トも 格 に llrんでいました キ|〔‖後にホi方tへ行き、ド111件でよくサッカー

f友技をしていましたtそ の結果、コミュニケーションはとてもJ【くlkれていたとはいます‐

現在の lL酬1クラブヘのア ドバイスとしては、hと近ク)lrl湖かもしれ ませんか、リーダーシックを取

ろうとしない持許が多いようにはじます: また十一と、への2市 というか、俺がこの■―ムを,とiくし

てやると思 う選 手が少ないようです.常 に‖要|ナト科1芝の気持ちで十一と、を変わる選 手で'式合に臨fんで

いる状態では、ほん とにはいチームになれるとはすよえません lH々 の技術iは我々の峡より独段 レベ

ルアッブしていると思います.後 は十一ムとしてその付|々のチ之術をまとめより大きな力とする人ll

とそれをサポー トする人llが必要だとはいます 小  原 リーグやけitリー グでも、リーダーシップを

取る者、それをサポー トする者のいる十一ユ、が1とい成キ止を収めていると思います.チ ー」、スホーツ

ですから誰かが陀取 りをしなければ)とむ′す向も決まりません

最近やっとそのような人材がlltれたようでシエアのメンバー トJ、1杉なんfらlL lrzしていきたいと

思います.
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県社会人 リーグの戦跡

1986 3部 に加入、ブロック 1位 となるがノ、件取で PK職 負け

1987 3部 ブロック 1位で、人常戦を勝刊し2mけ |1作

1988 2芹 卜優1勝により 1部 ケIF各

1989 2部 降格

1992 1部 再井格

2007現 在 3部 所属
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